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＝
昨
年
広
島
県
、
栃
木
県
で
低
学
年
の
児
童
生
徒
を
巻
き
込

ん
だ
痛
ま
し
い
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
本
村
で
も
２
回
同
一
人

物
と
思
わ
れ
る
不
審
者
に
よ
る
声
掛
け
事
件
が
発
生
し
、
い
つ

ど
こ
で
事
件
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
後
は
地
域
全
体
で
子
供
達
の
安
全
を
確
保
す
る
取
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
よ
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
れ
ば
是
非
、
提
案

し
て
く
だ
さ
い
。
＝

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
村
執
行
部
よ
り
防
犯
チ
ョ
ッ
キ
を
着

て
下
校
時
間
に
あ
わ
せ
て
散
歩
や
見
回
り
を
お
願
い
す
る
防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ま
た
子
供
１
１
０
番
の
家
の
ス
テ
ッ
カ
ー
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
地
区
の
人
が
同
じ
地
区
の
子
供
を
知
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
し
て
交
流
を
図
り
、

地
区
の
子
供
を
知
る
こ
と
が
必
要
。」
と
い
う
意
見
や
「
通
学

路
の
状
況
に
よ
れ
ば
危
な
い
児
童
も
い
る
し
、
そ
う
で
な
い
児

童
も
い
る
。
児
童
一
人
一
人
の
登
下
校
時
の
状
況
に
あ
わ
せ
た

計
画
が
必
要
で
は
な
い
か
。」
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。

防犯チョッキ

＝
現
在
路
線
バ
ス
は
山
田
、
万
江
、
五
木
・
相
良
の
３
路
線
で
運

行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
て
赤
字
路
線
で
す
。
山
江
村
は
こ
の
運
送

欠
損
額
を
バ
ス
事
業
者
に
毎
年
度
補
助
し
て
お
り
、
平
成
17
年
度
は

一
千
七
万
三
千
円
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
成
19
年
度
地
方

バ
ス
単
独
補
助
制
度
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
今
の
状
況
で
は

村
負
担
が
ふ
え
る
ば
か
り
で
あ
り
、
維
持
・
廃
止
・
代
替
案
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
＝

こ
の
こ
と
に
つ
い

て
、
村
執
行
部
よ
り

今
の
路
線
バ
ス
に
変

わ
る
、
予
約
制
の
乗

合
タ
ク
シ
ー
と
い
う

代
替
案
を
提
案
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
事

前
に
予
約
を
契
約
業

者
に
入
れ
れ
ば
、
最

寄
り
の
タ
ク
シ
ー
乗

り
場
か
ら
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い

う
も
の
で
、
料
金
は

現
在
の
バ
ス
運
賃
程

度
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
が
い
な
け
れ
ば
タ
ク
シ
ー
を

運
行
す
る
必
要
が
な
い
た
め
、
経
費
の
節
減
に
つ
な
が
り
効
率
が
よ

く
な
る
の
で
は
と
い
う
案
で
す
。

こ
れ
に
対
し
参
加
者
か
ら
は
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
運
行
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
現
在
路
線
バ
ス
が
運
行
し
て
い
な
い
西
川
内
地
区
や
下
払 産交路線バス

執行部メンバー



ィ
ア
を
是
非
お

聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
＝

こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
参
加

者
か
ら
は
「
衛

生
管
理
に
つ
い

て
は
徹
底
す
る

こ
と
が
重
要
。」

と
い
う
意
見
や
、

「
同
じ
店
に
何
回

も
通
う
と
、
味

に
な
れ
て
し
ま

う
の
で
週
替
わ
り
と
い
う
の
は
よ
い
考
え
と
思
う
。」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
、
ご
意
見
や
ご
要
望
は
、
今

後
の
村
づ
く
り
の

貴
重
な
提
案
と
し

て
活
用
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
大

変
お
忙
し
い
折
、

ま
た
、
大
変
寒
い

中
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
た
く
さ
ん

の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
て
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
村
執
行
部
よ
り
次
の
よ
う
に
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
主
な
改
正
点

①
予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換

こ
れ
は
、
虚
弱
な
高
齢
者
や
要
支
援
者
を
対
象
に
、
で
き

る
限
り
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
で
す
。

平
成
18
年
４
月
か
ら
介
護
福
祉
に
関
す
る
相
談
窓
口
、
ま

た
村
の
介
護
予
防
を
推
進
す
る
機
関
と
し
て
、
役
場
内
に
地

域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
一

人
一
人
の
心
身
状

態
に
あ
わ
せ
た
ケ

ア
プ
ラ
ン
に
沿
っ

て
、
運
動
機
能
向

上
、
栄
養
改
善
、

口
腔
機
能
向
上
、

閉
じ
こ
も
り
、
う

つ
、
認
知
症
の
予

防
支
援
等
の
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

②
施
設
給
付
の
見
直
し

昨
年
の
10
月
か
ら
介
護
施
設
利
用
者
の
居
住
費
と
食
費
が

自
己
負
担
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
在
宅
と
施
設
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
給
付
と
負
担
を
公
平
に
す
る
た
め
に
改

正
さ
れ
た
も
の
で
す
。

③
介
護
保
険
料
の
見
直
し

介
護
保
険
制
度
が
健
全
に
運
営
さ
れ
て
い
く
た
め
に
、
本

村
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
現
状
を
考
慮
し
て
保
険
料
を
見

直
し
、
平
成
18
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で
の
保
険
料
額
を
設
定

す
る
も
の
で
す
。
現
在
、
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会

で
、
適
正
な
る
保
険
料
額
の
見
直
し
算
定
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

介護サービス

＝
旧
役
場
庁
舎
は
昭
和
12
年
に
建
築
さ
れ
、
今
年
で
69
年

に
な
り
ま
す
。
九
州
で
現
存
す
る
最
古
の
貴
重
な
建
物
と
い

う
こ
と
で
、
平
成
15
年
国
の
登
録
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
老
朽
化
に
よ
り
倒
壊
の
恐
れ
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
大
改
修
に
よ
り
再
活
用
を
行
う
も
の
で
す
。
計
画
と
し

て
、
山
江
村
に
は
多
く
の
地
域
作
り
の
団
体
が
活
動
さ
れ
て

お
り
、
各
地
域
作
り
団
体
の
交
流
拠
点
の
場
と
し
て
整
備
を

す
る
予
定
で
す
。
１
階
部
分
は
レ
ス
ト
ラ
ン
ホ
ー
ル
と
厨
房

に
改
修
を
行
い
、
各
団
体
に
週
替
わ
り
、
日
替
わ
り
で
料
理

を
提
供
し
て
も
ら
い
、
自
分
の
店
と
し
て
運
営
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
既
存
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
は
違
う
、
山
江
村
独

自
の
、
皆
が
楽
し
く
経
営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
活
用
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
２
階
部
分
は
宿
泊
、
研
修
室
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
、
ア
イ
デ

地
区
、
そ
れ
に
新
層
地
区
を
通
る
よ
う
な
路
線
を
考
え
て
欲

し
い
。」
と
い
う
意
見
や
、「
万
江
地
区
の
車
を
持
た
な
い
お

年
寄
り
が
不
便
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。」
と
い

う
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

改修中の旧役場庁舎

11区での議論の様子



このコーナーは、山江村でいろんな事に頑

張っている「人」を紹介していくものです。

今月は、第10区長 原先利且さんにインタビ

ューしました。

Ｐ Ｌ Ｏ Ｆ Ｉ Ｌ Ｅ

原先　利且（はらさき　としかつ）
山田新層地区住在　第10区長

趣味：狩猟（主に鹿）

第10区長

明
る
く
、
和
や
か
な
、
つ
な
が
り
を

持
っ
た
地
域
作
り
を
目
指
し
た
い
。

の
子
供
達
の
安
全
を
守
れ
る
の
で

は
と
思
う
の
で
、
是
非
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
明
る
く
、
和
や
か
な
、

つ
な
が
り
を
持
っ
た
地
域
作
り
を

目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
聞
き
手
）
区
長
さ
ん
が
今
一
番
頑

張
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す

か
？

原
先

栗
園
を
作
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
昭
和
60
年
前
後
が
ピ
ー
ク

で
し
た
。
今
は
そ
の
栗
園
の
最
盛

に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

は
稲
荷
神
社
が
あ
り
、
旧
暦
の
６

月
８
日
と
12
月
８
日
に
稲
荷
神
社

祭
り
を
行
い
ま
す
。
こ
の
お
祭
り

は
、
村
の
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
て

行
わ
れ
る
も
の
で
、
祭
り
当
日
は

清
掃
を
し
、
鳥
居
を
立
て
、
懇
親

会
を
し
ま
す
。
鳥
居
は
夏
に
ヒ
ノ

キ
を
切
り
出
し
、
冬
に
立
直
し
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
地
区
は
６
月

上
旬
に
ホ
タ
ル
が
乱
舞
し
と
て
も

き
れ
い
で
す
。

（
聞
き
手
）
区
長
さ
ん
の
抱
負
を
お

願
い
し
ま
す
。

原
先

昨
今
ニ
ュ
ー
ス
で
小
学
生

児
童
に
対
す
る
残
虐
な
事
件
が
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
山
江
村
で

も
小
学
生
へ
の
声
か
け
事
件
が
発

生
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
人
事
に

は
思
え
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
地

区
の
方
を
一
回
集
め
て
、
皆
が
顔

見
知
り
を
す
る
場
を
設
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
場
が

あ
れ
ば
、
地
区
の
子
供
達
の
顔
を

覚
え
ら
れ
て
、
登
下
校
時
に
声
を

か
け
や
す
く
な
り
、
地
域
で
地
域

（
聞
き
手
）
ま
ず
、
10
区
の
紹
介
を

お
願
い
し
ま
す
。

原
先

皆
様
に
は
、
い
つ
も
水
道

メ
ー
タ
ー
検
診
で
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
原
先
で
す
。
今
後
と

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
10

区
は
東
浦
地
区
と
新
層
地
区
が
あ

り
、
全
61
戸
の
集
落
で
す
。
東
浦

地
区
は
山
田
川
沿
い
、
約
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
渡
り
４
個
班
か
ら
な

り
ま
す
。
新
層
地
区
は
東
浦
か
ら

一
丘
越
え
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
２

個
班
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
区
も
高
齢
化
が
深
刻
で
、

常
会
等
を
開
催
す
る
際
、
交
通
の

手
段
が
無
い
方
が
増
え
て
き
て
お

り
参
加
者
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

（
聞
き
手
）
そ
れ
で
は
、
10
区
の
自

慢
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

原
先

地
区
の
皆
さ
ん
が
、
各
種

行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
こ
と
、
ま
た
、
県
指
定
無
形

文
化
財
の
東
浦
臼
太
鼓
踊
り
が
自

慢
で
す
。
そ
し
て
、
新
層
地
区
に



平
成
18
年
の
山
江
村
消
防
団
出
初

め
式
は
１
月
６
日（
土
）万
江
小
学
校
を

主
会
場
と
し
て
１
７
７
名
の
団
員
の
参

加
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
消
防
出
初
め
式
は
小
雪
が

舞
う
中
、
分
列
行
進
で
始
ま
り
ま
し

た
。
各
種
表
彰
、
内
山
村
長
の
式
辞
、

入
口
団
長
と
下
球
磨
消
防
組
合
の
高

澤
消
防
長
が
訓
示
を
述
べ
来
賓
の

方
々
の
祝
辞
の
あ
と
各
競
技
に
入
り

ま
し
た
。

雪
混
じ
り
の
小
雨
が
降
る
中
の
競

技
で
は
各
分
団
き
び
き
び
と
し
た
動

作
の
中
で
、
通
常
点
検
、
小
型
ポ
ン

プ
操
法
を
行
い
応
援
に
駆
け
つ
け
た

後
援
会
の
方
々
か
ら
拍
手
を
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
昨
年
球
磨
郡
ラ
ッ
パ
吹
奏
大

会
に
出
場
し
た
ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏
と

山
江
保
育

園
、
章
鹿
倉

保
育
園
の
園

児
に
よ
る
元

気
い
っ
ぱ
い

の
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
通

常
点
検
が
行

わ
れ
、
出
初

め
式
に
華
を

添
え
て
い
ま

し
た
。

そ
の
後
、

会
場
を
下
の

段
橋
に
移
し

放
水
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
依
然
小
雪
と
風

が
舞
う
中
の
競
技
で
し
た
が
、
各
分
団
日
頃
の

連
結
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
た
玉
落
と
し
競
技

で
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
氏
名
は
敬
称
略
）

◎
成
績

総
合
の
部

優
勝
　
第
二
分
団

２
位
　
第
四
分
団

３
位
　
第
七
分
団

通
常
点
検
の
部

優
勝
　
第
二
分
団

２
位
　
第
五
分
団

３
位
　
第
三
分
団

操
法
競
技
の
部

優
勝
　
第
二
分
団

２
位
　
第
三
分
団

３
位
　
第
四
分
団

放
水
競
技
の
部

優
勝
　
第
四
分
団

２
位
　
第
二
分
団

３
位
　
第
七
分
団

◎
表
彰

【
村
長
表
彰
】

「
優
良
消
防
団
表
彰
（
10
年
勤
続
）」

第
一
分
団
　
秋
山
雄
一
・
松
尾
充
章

福
山
剛
士

第
三
分
団
　
吉
村
恵
介
・
前
田
芳
美

第
四
分
団
　
平
山
昌
史
・
平
川
　
勝
　

第
五
分
団
　
村
上
　
陵

第
六
分
団
　
宮
原
伸
浩

「
退
団
消
防
副
団
長
表
彰
」

元
副
団
長
　
本
田
正
次

「
退
団
消
防
分
団
長
表
彰
」

元
第
二
分
団
長
　
中
村
賀
津
男

元
第
四
分
団
長
　
立
道
昭
治

元
第
五
分
団
長
　
内
田
誠
治

「
一
般
功
労
表
彰
（
用
地
提
供
）」

山
本
勝
義
・
山
口
則
正

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

「
退
職
報
償
者
」

一
号
銀
杯
　
中
村
伸
次

二
号
銀
杯
　
中
村
賀
津
男
・
吉
川
浩

入
副
至
宏
・
立
道
昭
治

内
田
誠
治
・
大
平
進
一

久
保
田
幸
介
・
深
田
慶
保

宮
崎
盛
幸
・
福
山
浩

白
川
俊
博
・
平
山
辰
也

蕨
野
昭
憲

【（
財
）
熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

「
勤
続
年
数
20
年
」

第
二
分
団
　
中
竹
隆
博
　

第
三
分
団
　
平
川
俊
広
・
山
田
籍

山
本
浩
巳

第
四
分
団
　
立
道
邦
男

第
六
分
団
　
尾
方
進
也

第
八
分
団
　
川
内
和
彦

「
勤
続
年
数
15
年
」

第
二
分
団
　
山
田
盛
輝
・
中
村
光
昭

第
三
分
団
　
犬
童
雄
二



第
34
回
村
内
一
周
駅
伝
大
会
を
、
１
月

15
日
（
日
）
に
役
場
前
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ

ー
ル
と
す
る
全
長
１
３．

４
km
の
コ
ー
ス

で
行
い
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、
前
年
度

優
勝
さ
れ
た
第
２
区
よ
り
横
山
誠
二
選
手

の
力
強
い
選
手
宣
誓
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
午
前
10
時
、
内
山
村
長
の
号
砲
を
合

図
に
、
16
チ
ー
ム
（
オ
ー
プ
ン
参
加
１
チ

ー
ム
を
含
む
）
が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
心

配
さ
れ
た
天
気
も
、
当
日
は
絶
好
の
駅
伝

日
和
と
な
り
ま
し
た
。
勢
い
良
く
ス
タ
ー

ト
し
た
次
は
小
学
生
の
区
間
。
受
け
取
っ

た
タ
ス
キ
を
肩
に
か
け
、
懸
命
に
走
る
姿

は
私
た
ち
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

第
３
区
間
（
東
浦
公
民
館
〜
小
山
田
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
前
）
で
は
７
人
抜
き
し
た
選

手
、
さ
ら
に
は
区
間
賞
が
続
出
し
た
地
区

も
あ
る
な
ど
、
見
ご
た
え
十
分
の
走
り
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ご
家
族
で
参
加
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
今
回
も
盛
会

に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

出
場
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
、
体
育
部
長

を
は
じ
め
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の

方
々
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。



平
成
18
年
１
月
４
日
（
木
）
午
後
１
時

よ
り
山
江
村
歴
史
民
俗
資
料
館
で
成
人
式

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
昭
和
60
年
４

月
２
日
か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
で
、
該
当
者
は
69
名
で
し
た
。

参
加
者
は
56
名
で
女
性
は
色
と
り
ど

り
の
振
袖
、
男
子
は
真
新
し
い
ス
ー

ツ
や
羽
織
袴
で
式
に
臨
み
ま
し
た
。

村
長
の
式
辞
、
教
育
委
員
会
祝
辞
、

来
賓
の
村
議
会
議
長
祝
辞
が
あ
っ
た

後
、
成
人
者
全
員
が
近
況
や
成
人
式

を
迎
え
て
の
感
想
な
ど
を
ス
ピ
ー
チ

し
ま
し
た
。

次
に
、
山
江
中
学
校
時
代
の
恩
師

で
あ
る
松
本
正
運
先
生
、
荒
毛
英
之

先
生
、
岩
坂
秀
彦
先
生
が
そ
れ

ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
激
励
さ
れ
ま

し
た
。

谷
口
か
お
る
さ
ん
の
謝
辞
の

後
、
上
村
一
郎
選
挙
管
理
委
員

長
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
式
を
終

わ
り
ま
し
た
。

今
年
１
年
１
件
の
事
故
も
無
い
よ
う
に
と
、
人
吉

地
区
交
通
安
全
協
会
山
江
支
部
主
催
に
よ
る
交
通
安

全
祈
願
祭
が
、
１
月
８
日
（
日
）
午
前
11
時
か
ら
山

田
大
王
神
社
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。祈

願
祭
に
は
、

人
吉
地
区
交
通
安

全
協
会
、
役
場
、

山
江
駐
在
所
、
交

通
指
導
員
、
村
内

の
小
中
学
校
長
、

安
全
運
転
管
理
者

協
議
会
、
各
種
団
体
、
事
業
所
か
ら
約
40

名
が
出
席
し
、
神
事
、
各
代
表
者
８
名
の

方
が
そ
れ
ぞ
れ
玉
ぐ
し
奉
奠
し
、
交
通
安

全
の
祈
願
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
事
の
後
、
内
山
村
長
か
ら
「
交
通
事

故
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
起
き

て
お
り
、
被
害
者
も
加
害
者
も
不
幸
に
し

て
し
ま
う
。
各
種
団
体
、
事
業
所
に
お
い

て
安
全
教
育
、
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
今
年
１
年
山
江
村
か
ら

被
害
者
も
加
害
者
も
出
さ
な
い
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

本
村
の
議
会
議

員
を
は
じ
め
、
山

江
村
商
工
会
副
会

長
等
の
要
職
を
永

年
に
わ
た
り
歴
任

さ
れ
、
昨
年
９
月

28
日
に
亡
く
な
ら

れ
た
万
江
大
川
内

の
故
平
川
良
象
氏

に
、
生
前
の
功
労
に
対
し
、
こ
の
ほ
ど
旭
日
単
光
章

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

故
平
川
良
象
氏
は
、
昭
和
38
年
４
月
村
議
会
議
員

に
初
当
選
し
て
か
ら
４
期
16
年
在
職
さ
れ
る
間
、
本

村
の
監
査
委
員
を
昭
和
42
年
５
月
か
ら
昭

和
46
年
４
月
ま
で
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
地

方
自
治
の
伸
展
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
故
人
は
、
昭
和
43
年
７
月

か
ら
昭
和
53
年
５
月
ま
で
に
２
期
６
年
間

山
江
村
商
工
会
副
会
長
に
在
職
さ
れ
本
村

商
工
会
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
、
地
域

の
振
興
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

伝
達
式
は
、
12
月
26
日
（
水
）
午
前
11

時
か
ら
村
長
室
に
お
い
て
、
内
山
村
長
は

じ
め
役
場
関
係
者
立
会
の
下
、
長
男
の
平

川
允
之
さ
ん
に
熊
本
県
か
ら
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

昨
年
の
12
月

26
日
付
で
教
育

長
を
拝
命
し
ま

し
た
古
賀
で
ご

ざ
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様

に
は
、
日
頃
か
ら
学
校
教
育
及
び
社
会
教

育
の
推
進
に
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
、
衷

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
早
々
の
未
熟
者
で
す
が
、
山
江
村

の
子
ど
も
達
一
人
ひ
と
り
が
心

豊
か
に
た
く
ま
し
く
育
つ
よ
う

に
と
願
い
、
そ
し
て
、
村
民
の

皆
様
が
日
々
豊
か
に
お
過
ご
し

に
な
れ
ま
す
よ
う
に
と
願
っ
て
、

教
育
長
と
し
て
の
職
務
の
遂
行

に
鋭
意
努
力
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。



１
月
26
日
、

万
江
小
の
子
供

達
と
「
か
わ
せ

み
会
」
の
メ
ン

バ
ー
が
そ
ば
打

ち
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

こ
と
は
９
月

に
さ
か
の
ぼ

り
、
そ
ば
の
種

は
「
か
わ
せ
み
会
」
が
蒔
き
ま
し
た
。
万
江
小

の
生
徒
も
一
緒
に
蒔
く
予
定
で
し
た
が
、
相
次

ぐ
台
風
の
影
響
で
種
ま
き
は
「
か
わ
せ
み
会
」

の
み
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ば
は
順
調

に
育
ち
、
11
月
に
生
徒
と
「
か
わ
せ
み
会
」
が

そ
ば
の
実
を
収
穫
。
１
月
26
日
に
そ
ば
打
ち
と

〇住宅防火対策の推進
〇放火火災・連続放火火災予防対策の推進
〇震災時における出火防止対策等の推進
住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

① は、絶対にやめる。
② は、燃えやすいものから離れた位置で
使用する。

③ などのそばを離れるときは、必ず火
を消す。

①逃げ遅れを防ぐために、 を
設置する。

②寝具や衣類からの火災を防ぐために、
を使用する。

③火災を小さいうちに消すために、
を設置する。

④お年寄りや身体の不自由な人を守るために、
をつくる。

１貸付対象者
本村に生活の根拠のある高等学校生徒

〃　　　　　　大学生
〃　　　　　　各種研修生

２貸付金額
高等学校生徒　月額　１０,０００円 以内
大学生　　　　 〃 ３０,０００円 以内
各種研修生　　村長が相当と認める額

（最高３０,０００円以内）
３貸付条件
利子　　　無利子
貸付期間　修学期間（修学中の場合は、残修学期間）
返済期間　修学終了後、貸付修学期間の倍数年

以内（最高８年以内）
４貸付方法 年２回（前期４月～９月、後期１０

月～翌年３月）に分けて前期を４月
末、後期を９月末に貸し付けます。

５申込方法 教育委員会備え付けの申込用紙に必要
事項を記入されて、必要書類を添付の
うえ、期限内に提出してください。

６申込期間　平成１８年３月１日(水)から
平成１８年３月３１日(金)まで
（期限厳守）

な
り
ま
し
た
。

そ
ば
の
打
ち
方
は
「
か
わ
せ
み
会
」
が
子

供
達
に
教
え
、
麺
の
つ
な
ぎ
に
は
山
芋
を
使

う
と
い
う
昔
な
が
ら
の
作
り
方
。
出
来
上
が

っ
て
み
る
と
子
供
達
が
作
っ
た
麺
は
大
小
さ

ま
ざ
ま
。
そ
れ
で
も
自
分
達
の
手
で
育
て
、

こ
だ
わ
っ
て
作
っ
た
そ
ば
の
味
は
格
別
！

調
理
室
に
は
「
お
か
わ
り
」
の
声
が
相
次
ぎ
、

鍋
の
中
の
そ
ば
は
、
汁
も
残
ら
ず
あ
っ
と
い

う
間
に
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

い
き
い
き
シ
ニ
ア
事
業
の
一
環
と
し
て
、

地
域
の
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
と
、
地
域
に

残
る
そ
ば
作
り
の
伝
授
を
目
的
に
行
わ
れ
た

今
回
の
そ
ば
作
り
体
験
は
、
子
供
達
に
と
っ

て
も
、
高
齢
者
に
と
っ
て
も
大
切
な
宝
物
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。
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毎年、何気なく受けている健診。異常が見つからなければ
「よかった」と安心していませんか。「要精検」の結果が出て
も「自覚症状がないから」と無視していませんか。病気を自
覚したときには、すでに症状が進行しているかもしれません。
健診は、定期的に体の健康をチェックし、それを生活改善

に生かしていくことが大切です。

がんをはじめ生活習慣病は、症状が軽い段階では自覚症
状がないことが多いものです。しかし、健診を受けること
で、体の異常をより早くキャッチすることができます。健
診で生活習慣病の芽を早期に摘み取り、また生活習慣の改
善へつなげていきましょう。

「要精検」「要再検」とは、「疑わしい点があるので、も
う少し調べたほうがいいでしょう」という意味です。「要精
検」「要再検」と診断されたら、必ず再検査を受けましょう。
そのまま放っておくと、病状が進行し、手遅れになること
もあります。
また、健診の結果、異常が見られても放置する人、「異常
なし」といわれて無謀な生活を続ける人がいます。それで
は、健診を受けた意味がありません。

健診データには、日頃の生活習慣が反映されます。例え
ば、体重が増えつづけ、血糖値やコレステロール値が高く
なってきていれば、その背後に食べ過ぎや運動不足がある
と考えられ、将来、生活習慣病になる可能性があります。
健診データによってこうしたことを確認し、生活改善に取
り組むきっかけにしてください。そのためには、健診デー
タを保存し、検査値の推移をみることが大切です。
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in format ioninformat ion

軽
自
動
車
税
は
、
軽
自
動
車
の
主
た

る
定
置
場
所
在
の
市
町
村
が
毎
年
４
月

１
日
現
在
の
所
有
者(

使
用
者)

に
課
税

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
村
外
に

転
出
し
た
り
、
車
両
の
所
在
も
変
更
に

な
っ
た
場
合
は
速
や
か
に
、
お
住
ま
い

の
市
町
村
税
務
課
軽
自
動
車
係
ま
た
は

最
寄
り
の
軽
自
動
車
協
会
に
て
住
所
変

更
等
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
使
用
し
て
い
な
い
車
両

を
お
持
ち
の
方
で
、
廃
車
手
続
き
等
を

済
ま
せ
て
い
な
い
方
も
早
め
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
熊
本
ナ
ン
バ
ー
を
お
持
ち
の
方

届
出
先
・
・
熊
本
県
軽
自
動
車
協
会

蕁
０
９
６
―
３
６
９
―
７
９
２
０

ま
た
は
人
吉
球
磨
自
動
車
協
会

蕁
０
９
６
６
―
２
２
―
２
２
１
５

持
参
す
る
も
の
・
・
・
印
鑑
、
車
検

証
、
標
識
、
住
民
票
な
ど

○
山
江
村
ナ
ン
バ
ー
を
お
持
ち
の
方

届
出
先
・
・
・
山
江
村
役
場
税
務
課

蕁
０
９
６
６
―
２
３
―
５
６
９
２

持
参
す
る
も
の
・
・
・
印
鑑
、
標
識

詳
し
く
は
、
軽
自
動
車
協
会
ま
た
は
市

町
村
役
場
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
す
る
際
に
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合

に
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
又
は
領
収
証
書
の

添
付
や
提
示
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全

額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税
等
の
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

平
成
16
年
度
分
ま
で
の
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
手
続
き
で
は
、
納
付
し
た

保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
等
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

所
得
税
法
等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

平
成
17
年
度
分
の
所
得
の
申
告
か
ら
、

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
、
一
年

間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
等
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
か
ら

送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、

国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）
が
先
般
送
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
年
の
途
中
か
ら
国

民
年
金
に
加
入
し
た
場
合
な
ど
、
そ
の

年
の
10
月
以
降
に
初
め
て
保
険
料
を
納

付
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
２
月
初

旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
控
除
証
明
書
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
に
関
し
て
は
、

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

蕁
０
５
７
０
―
０
０
―
９
９
１
１

（
平
成
18
年
３
月
17
日
ま
で
の
平
日
９
時

か
ら
17
時
ま
で
）

左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

太
鼓
に
興
味
･
関
心
の
あ
る
方
は
一
度

８
特
太
鼓
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
入

場
は
無
料
で
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご

来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

記

３
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
開
演

あ
さ
ぎ
り
町
須
恵
文
化
ホ
ー
ル

第
２
部(

11
時
〜)

で
は
第
８
特
科

連
隊
（
北
熊
本
駐
屯
地
）
太
鼓
部
に
よ

る
太
鼓
演
奏
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
人
吉
募
集
事
務
所
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
蕁
２
２
―
４
７
０
４

技
能
検
定
は
、
働
く
人
々
の
技
能
を

検
定
し
、
国
と
し
て
証
明
す
る
技
能
の

国
家
検
定
制
度
で
す
。

個
人
の
能
力
の
証
明
と
し
て
、
ま
た

企
業
に
お
け
る
人
材
育
成
の
手
段
と
し

て
様
々
な
職
種
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
熊
本
県
に
つ
い
て
は
１
級
〜

３
級
の
区
分
に
応
じ
「
機
械
加
工
」
や

「
塗
装
」
な
ど
33
職
種
（
予
定
）
に
亘
っ

て
前
期
技
能
検
定
を
左
記
に
よ
り
実
施

し
ま
す
。

平
成
18
年
４
月
４
日
（
火
）
〜

平
成
18
年
４
月
14
日
（
金
）

平
成
18
年
６
月
12
日
（
月
）
〜

平
成
18
年
９
月
10
日
（
日
）

平
成
18
年
７
月
30
日
（
日
）
※

８
月
20
日
（
日
）

８
月
27
日
（
日
）

９
月
３
日
（
日
）

平
成
18
年
８
月
28
日
（
月
）
※

10
月
３
日
（
火
）

※
金
属
熱
処
理
を
除
く
、
３
級
職
種

が
対
象

（
注
）
熊
本
県
で
実
施
予
定
の
職
種
に
つ

い
て
は
予
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

又
、
職
種
に
よ
り
試
験
日
は
異
な
り

ま
す
。（
実
施
日
程
に
つ
い
て
は
６
月
中



旬
に
決
定
い
た
し
ま
す
）

お
問
い
合
わ
せ
、
資
料
ご
希
望
の
方
は

熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会
　
技
能
検

定
課
ま
で

〒
８
６
２
│
０
９
５
０

熊
本
市
水
前
寺
６
丁
目
５
│
１
９

蕁
０
９
６
│
３
８
４
―
１
７
１
１

年
金
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
は
、

充
実
し
た
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
送
る
た
め

に
必
要
な
「
生
き
が
い
」「
家
庭
経
済
」

「
健
康
づ
く
り
」
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報

を
提
供
し
み
な
さ
ん
自
信
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
設
計
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め

の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

（
人
吉
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

平
成
18
年
３
月
11
日
（
土
）

13：

00

年
金
相
談

会
場：

第
１
会
議
室

健
康
相
談
「
13：

00
〜
17：

00
」

14：

00

セ
ミ
ナ
ー
開
会
挨
拶

会
場：

第
２
会
議
室

14：

10

豊
か
な
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
過

ご
す
た
め
に
「
家
計
プ
ラ
ン

の
考
え
方
」

15：

10

健
康
づ
く
り
「
年
令
に
応
じ

た
か
ら
だ
の
変
化
」

16：

10

退
職
後
の
社
会
保
険

16：

40

閉
会：

社
会
保
険
委
員
も
し
く

は
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
及
び

そ
の
家
族
で
、
50
歳
以
上
年
金
受
給

前
ま
で
の
方
（
一
般
の
方
の
参
加
も

歓
迎
し
ま
す
）
ご
夫
婦
で
の
参
加
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

：

無
料：

八
代
社
会
保
険
委
員

会
事
務
局
「
八
代
社
会
保
険
事
務
所

（
担
当：

村
上
）」

蕁
０
９
６
５
―
３
５
―
６
１
１
５

林
野
庁
九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
平

成
18
年
度
「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
を
募

集
し
ま
す
。
募
集
人
員
は
64
名
、
依
頼

期
間
は
平
成
18
年
４
月
〜
平
成
19
年
３

月
の
１
年
間
で
す
。

・
国
有
林
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

回
答
（
年
４
回
程
度
）

・
ア
ン
ケ
ー
ト
時
に
国
有
林
に
関
す
る

御
意
見
や
御
提
言
な
ど
の
報
告

・
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

（
年
一
回
程
度
、
希
望
者
の
み
）

・
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
長
崎
県
、
熊
本

県
、
大
分
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県

及
び
沖
縄
県
に
お
住
ま
い
の
国
有
林

に
関
心
を
有
す
る
成
人
（
た
だ
し
、

国
会
及
び
地
方
議
会
の
議
員
、
地
方

公
共
団
体
の
長
及
び
常
勤
の
国
家
公

務
員
は
除
く
）

・
官
製
ハ
ガ
キ
又
は
封
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
九
州
森
林
管
理
局
企

画
調
整
室
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当
ま

で
御
応
募
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
不

明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
も
、
御
遠
慮

な
く
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〒
８
６
０
│
０
０
８
１

熊
本
県
熊
本
市
京
町
本
丁
２
番
７
号
　

九
州
森
林
管
理
局
企
画
調
整
室
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
担
当
（
蕁
０
５
０
―
３

１
６
０
―
６
６
０
６
又
は
蕁
０
９
６

―
３
２
８
―
３
５
１
２
）

・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
生
年
月

日
、
年
齢
、
職
業
、
住
所
（
郵
便
番

号
）、
電
話
番
号

・
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
知
っ
た
き
っ
か

け
（
具
体
的
に
記
入
）

・
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に
応
募
す
る
理
由

（
１
０
０
字
程
度
）

・
平
成
18
年
３
月
10
日
（
金
）（
当
日
消

印
有
効
）

・
選
考
結
果
は
平
成
18
年
４
月
初
旬
頃

ま
で
に
依
頼
状
の
発
送
を
も
っ
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

・
応
募
状
況
に
よ
っ
て
は
抽
選
に
よ
る
選

考
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
御
了
承
下
さ
い
。

九
州
森
林
管
理
局
　
企
画
調
整
室

担
当
者：

松
永
、
吉
田

蕁
０
５
０
―
３
１
６
０
―
６
６
０
６

蕁
０
９
６
―
３
２
８
―
３
５
１
２

（平成18年１月10日までの受付分）



オリエンテーション・交流会 
場　所：尾寄崎キャンプ場 
参加費：大人5,000円 
　　　　子供3,000円（小学生以下） 
※1泊2食付き、釣り大会参加費含む 

＜お問い合わせ・お申し込み先＞ 
山江村役場企画情報センター　 
TEL０９６６-２３-５２３４ 
FAX０９６６-２３-５２３３ 

●
発
行
所
/山
江
村
企
画
調
整
課
 

　
〒
868-8502 熊

本
県
球
磨
郡
山
江
村
大
字
山
田
甲
1356-1 

　
TEL 0966-23-3112  FAX 0966-24-5669

●
発
行
日
/ 

　
平
成
18年
2月
17日
発
行
 

 

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.yam
aem
ura.jp 

●
Eメ
ー
ル
 kikaku@

yam
aem
ura.jp 

●
印
刷
/（
株
）協
和
印
刷
 

総　 務　 課 
企画調整課 
経済課・農業委員会 
税　 務　 課 
住民福祉課 
保健衛生課 
会　 計 　室 
建　 設　 課 
議会事務局 
教育委員会 
歴史資料館 

23-3111 
23-3112 
23-3113 
23-5692 
23-3978 
24-1700 
23-3293 
23-6449 
23-3401 
23-3604 
23-3665

FAX(0966)-24-5669［総務課］ 

3月／月／ 

25日 

3月／ 

25日 
貍 

3月／月／ 

26日 
豸 

貍 

ヤマメ釣り大会 
場　所：尾寄崎ヤマメの森周辺 
参加費：大人2,000円 
　　　　子供1,000円（小学生以下） 

3月／ 

26日 
豸 


